








私は平成２年頃、通商産業省の工業技術院において燃料電池プロジェクトを担当しておりました。そのとき

の燃料電池プロジェクトは、今やなつかしい呼び名となりましたが「ムーンライト計画」の一つとして進めら

れておりました。その後の燃料電池開発の発展を喜びと驚きの思いをもって見守ってまいりましたが、現在、

物質・材料研究機構におきまして、再び燃料電池の研究開発の一端に携わることができることとなりました。

燃料電池については、世界中で展開されている活発な研究開発の中で、すでに多くの優れたシステムが提案

され、優れた実証データが得られています。また、これまでにない小型で、多様な燃料を利用可能な燃料電池

の研究も積極的に展開されており、今後の進展が大きな期待をもって見守られています。

しかし一方で、生活者の多様なニーズに応える工夫を行うために、より小型で、より大きな出力を追求しよ

うとしていくうちに、これまで十分に検討されていると考えられていた材料の中で、一体本当に何が起こって

いるのかを見直すべきではないか、という考えも生まれてきています。

また、最近では、これまでの燃料電池の研究開発のアプローチとは別に、我が国におけるナノテクノロジー・

材料分野の急速な進歩が材料中の詳細なナノ構造の解析を可能にし、ナノ構造を有する電極材料の開発や、ナ

ノチューブなどに代表されるナノ物質の燃料電池への応用という新たな研究開発の取組みが活発化しています。

このように、ナノテクノロジー・材料研究は、これまで考えられてきたような情報通信分野やバイオ分野への

応用のみではなく、エネルギー・環境分野全般の諸課題の解決にも重要な役割を果たすことが期待されています。

物質・材料研究機構は、燃料電池反応において、ナノ領域で本当にどのようなことが起こっているのか、燃

料電池を構成する物質・材料内のナノ領域はどのようになっているのかなどの疑問を明らかにし、ナノ領域に

おける物質・材料科学の一層の発展に資する研究活動を進めていますが 1）、今後さらに燃料電池材料研究の実

施計画や実施体制を充実させていきたいと考えています。

「急がば回れ」という言い古された言葉ですが、今後の我が国の燃料電池の研究開発の進展のためには、試験

研究と理論研究の両面において材料の研究開発にしっかり取り組んでいくことが重要であろうと思います。

燃料電池に関する拙著 2）の中で、燃料電池の原理発見の創始者であるグローブのことを取り上げる際、その

肖像写真を探して国内ではなかなか見つけることができず、本国のイギリスに頼んで送ってもらったことが思

い出されます。グローブは法律家でありながら、電気化学の基礎的な研究に打ち込んだ科学者です。私どもも

グローブの志を引き継ぎ、科学としての燃料電池材料の研究を粘り強く進めていくことが今後も重要であろう

と思っています。

【参考文献】

１）森　利之、ジョン・ドレナン、“低温作動が可能な SOFC 用希土類ドープセリア電解質の研究　

　　― ナノへテロ構造の制御による高性能化への試み ―”、燃料電池、4（1）、91-96（2004）.

２）広瀬研吉、“燃料電池のおはなし（改訂版）”、日本規格協会（2002）.

Kenkichi　Hirose






